
ヨ命』

函潤

金

融

説
〈
そ
の

一
、._/

七
、
結

歪A
亘圃

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
過
賞
流
通
の
現
祝
は
傾
向
的
に
は
略
ミ
明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け

で
あ
っ
て
、
通
貨
面
よ
り
見
た
安
定
化
の
曙
光
は
預
金
通
貨
量
並
に
預
金
通
貨
流
通
総
量
の
相

対
的
増
加
、
現
金
通
貨
増
加
率
の
逓
減
更
に
は
月
間
の
銀
行
券
流
通
高
の
披
動
的
変
動
傾
向
の

発
現
巴
否
と
れ
て
い
る
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
他
方
現
金
通
貨
量
が
今
な
お
預
金
通
貨
の

二
倍
を
超
え
て
い
る
点
に
不
健
全
な
契
機
を
卒
ん
で
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。

勿
論
戦
前
の
両
者
の
関
係
が
早
急
に
回
設
さ
れ
る
と
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
又
激
変
し
た
我
国

経
済
が
、
戦
前
の
流
通
経
済
秩
序
に
復
附
し
得
る
緋
造
的
基
搬
を
持
っ
て
い
る
か
、
ど
う
か
問

題
で
は
る
る
が
、
現
在
の
比
率
は
ま
だ
流
通
経
済
の
不
均
衡
を
邸
主
し
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
今
後
信
用
取
引
復
活
の
途
は
な
お
脱
さ
れ
て
い
る
も
の
と
云
え
る
で
め
る

於
吋
〆
。

な
お
今
後
の
回
転
率
は
経
済
安
定
の
方
向
に
即
し
て
変
動
を
示
す
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
動
向

は
単
に
過
去
の
趨
勢
械
を
延
長
し
た
だ
け
で
は
最
早
求
め
ら
れ
な
い
の
で
め
る
。
経
済
基
調
の

変
化
、
通
貨
に
対
す
る
心
理
的
要
因
、
国
際
愉
勢
の
推
移
等
経
泊
的
経
済
外
的
要
因
が
時
間
的

に
錯
綜
し
て
醸
す
情
勢
の
中
で
通
貨
が
如
何
な
る
流
一
埴
状
態
を
示
す
か
は
軽
々
な
る
予
測
を
許

さ
な
い
と
共
に
重
大
な
る
関
心
を
慈
〈
問
題
で
あ
る
。

更
に
通
貨
の
流
、
過
に
関
し
て
は
賃
銀
、
物
価
、
生
産
、
消
費
等
を
含
む
国
民
経
済
全
般
と
の

関
連
に
つ
い
て
内
面
的
に

一
一
躍
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
共
に
、
よ
り
長
期
的
考
察
が
加
え

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
木
和
で
は
こ
れ
を

一
応
問
ー地
の
外
に
置
い
た
。
又
資
料
の
不
航
に

影
響
さ
れ
て
記
述
は
克
角
数
学
的
厳
密
性
を
欠
く
憾
が
あ
り
又
意
識
的
、
無
・
意
識
的
に
数
字
の

脱
漏
重
複
を
犯
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
今
後
補
正
す
べ
会
点
は
多
々
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
乍
ら
経
済
現
象
に
つ
い
て
厳
密
な
数
学
的
附
述
性
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
て
経
済

理
論
の
分
析
の
場
合
は
見
も
角
現
実
の
経
済
現
裂
の
把
握
に
当
つ
て
は
諜
然
的
判
断
も
亦
巴
む

を
栂
な
い
所
で
告
の
ろ
う
。
(
大
里
〉

一
一一一

転
換
期
に
於
け
る
資
金
蓄
積
の
分
析

昭
和
剖

・
マ
・
1
1

目

次

て

は

し

が

お
C

二
、
企
金
融
機
関
に
於
け
る
資
金
書
秘
状
況

一一
一
、
資
金
蓄
積
増
加
の
原
因

回
、
転
換
問
に
於
け
る
資
金
替
相
傾
向
の
特
質

山

預

金
増
加
率
の
減
退

印

刷

限

付
預
金
の
治
大
主
そ
の
不
安
定
的
要
素
の
残
存

ω
大
紋
預
金
の
増
加

凶
預
金
通
貨
の
増
大
と
そ
の
回
転
速
度
の
停
滞

五

、

む

す

び

一
、
は

し

が
き

経
済
安
定
九
原
則
を
具
体
化
し
た
本
年
度
予
算
は
従
来
の
予
算
の
赤
字
を
払
拭
し
た
に
止
ま

ら
ず
、
更
に
約

一
千
億
円
の
通
貨
収
縮
の
要
因
を
含
む
も
の
と
な
り
、
此
の
予
算
の
突
施
は
単

一
為
替
レ
l

ト
設
定
と
相
ま
っ
て
、
我
が
国
経
済
に
砂
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
こ
と
L

な
っ

た
。
か
く
て
財
界
抱
型
に
直
而
す
る
本
年
度
に
お
い
て
資
金
蓄
積
が
果
し
て
従
来
の

イ

ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
朋
の
そ
れ
と
如
何
に
異
っ
た
傾
向
を
示
す
か
は
注
目
せ
ら
れ
る
処
で
あ
り
、
事
実

本
年
度
の
貯
部
制
慨
も
二
千
五
百
億
円
と
昨
年
度
の
三
千
億
円
に
比
し
五
百
億
円
の
引
下
げ
守

見
た
択
で
あ
る
が
、
本
年
度
第
一
間
半
則
た
る
凶
月
乃
至
六
月
の
資
合
一
部
制
一
納
は
六
百
四
十
六

憾
円
と
予
想
外
の
好
削
を
示
し
て
居
り
・
労
々
此
処
に
そ
の
突
献
を
検
肘
し
、
之
か
ら
収
挽
捕
に

於
て
資
金
耕
糊
に
現
わ
れ
た
若
干
の
特
質
を
摘
出
す
る
こ
と
と
す
る
。
然
し
乍
ら
此
処
に
採
問

せ
ら
れ
た
計
数
は
未
だ
三
ヶ
月
に
過
U
C
ず
、
季
節
的
そ
の
他
一
時
的
要
因
に
よ
み
も
の
も
あ
る

故
、
必
ず
し
も
長
則
的
傾
向
の
全
貌
を
把
握
し
得
な
い
怨
み
は
あ
る
が
、
か
か
る
点
に
付
て
は



第
二
四
半
期
以
降
に
於
て
更
に
そ
の
検
耐
を
加
え
る
こ
と
と
し
度
い
。
尚
此
処
に
採
用
せ
る
計

数
は
金
融
機
関
の
公
団
預
金
を
含
む
一
般
預
金
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
此
の
点
に
於
て

金
融
的
に
み
た
資
金
の
移
動
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
を
断
っ
て
置
〈
。

二
、
金
金
融
機
関
に
於
け
る
資
金
蓄
積
状
況

通
貨
安
定
対
策
本
部
調
に
よ
る
昭
和
二
十
四
年
度
第
一
四
半
期
に
於
け
る
全
金
融
機
関
の
一

般
預
金
増
加
高
は
六
回
、
六
一
一
一
一
一
一
百
万
円
と
年
度
間
目
標
額
二
千
五
百
億
円
に

対
し
二
五

・

八
路
と
略
々
四
分
の
一
の
達
成
率
を
示
し
〈
前
年
同
期
は
年
度
総
額
の

一
六

・
六
%
)
、
又
昨
年

度
第
一
四
半
期
の
増
加
額
四
九
、
九
O
二
百
万
円
に
比
較
し
て
も

一
回
、
七
コ
二
百
万
円
の
増

加
と
云
う
極
め
て
良
好
な
成
績
を
示
し
た
。
市
し
て
之
を
金
融
機
関
別
に
み
る
と
第

一
表
の
如

〈
銀
行
の
四
九
、
.
羽
田
九
百
万
円
(
目
標
達
成
率
二
九

・
六
%
以
下
同
様
〉
を
第
-
位
左
し
、
郵

便
貯
金
の

一
O
、

一
四
=
一
百
万
円
ハ
四
二

・
九
%
〉
が
之
に
次
ぎ
、
以
下
無
尽
会
社
五
、
七
八
八

百
万
円
(
五
一

・
六
%
)
、
生
命
保
険
会
社
二
、
四
六
八
百
万
円
(
三
五

・
七
%
)
、
市
街
地
信
用

組
合
二
、
一
一一
三
六
百
万
円
(
四
六

・
七
%
)
の
順
序
と
な
っ
て
い
る
。
然
し
乍
ら
季
節
的
影
響
等

に
よ
り
農
業
協
同
組
合
、
繍
業
協
同
組
合
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
一
一一
者
が
夫
々
五
、
六
一
一
一

百
万
円
、
一

五
百
万
円
、
一
二
三
百
万
円
の
減
少
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
せ
ら
れ
る
。
次
に

増
加
預
金
中
各
金
融
機
関
の
占
め
る
比
率
を
み
る
と
、
第
四
衰
の
如
く
銀
行
が
七
六

・
七
%
と

大
部
分
を
占
め
、
郵
便
貯
金
が
一
五

・
七
%
、
無
尽
会
社
が
九

・

o
z、
市
街
地
信
用
組
合
が

=
7
六
%
、
其
他
が
三

・
七
%
と
な
っ
て
い
る
が
、
之
を
昨
年
度
同
期
に
於
け
る
そ
れ
と
比
較

し
て
み
る
と
、
銀
行
が
四

・
六
%
低
下
し
た
以
外
は
郵
便
貯
金
が
六

・
七
銘
、
無
尽
会
社
が

=
て
ま
一勉
、
市
街
地
信
用
組
合
が
一
ニ
二
%
夫
々
上
鼻
し
た
。
尚
品
業
協
同
組
合
の
み
は
前
年

度
付
一

・
五
%
の
も
の
が
本
年
度
ハ
円
八
・
七
銘
と
大
幅
の
低
下
を
示
し
て
い
る
。
か
〈
て
六
月

末
の
一
般
預
金
残
高
金
融
機
関
別
構
成
比
率
は
第
三
表
の
如
〈
銀
行
中
ハ
九

・
四

%
、
農
業
協
同

組
合

一
二
・
二
%
、
郵
便
貯
企
九

・
九
%
、
無
尽
会
社
四

・
O
%
、
市
街
地
信
用
組
合
ニ

・
O
%
、

其
他
二

・
五
%
と
な
り
、
昨
年
六
月
末
に
比
し
銀
行
は
こ
・
四
%
、
其
他
0
・
九
Mm夫
々
低
下

し
た
以
外
は
何
れ
も
上
昇
し
、
特
に
郵
便
貯
金
は
一

・
六
劣
の
向
上
を
示
し
て
居
り
、
又
季
節

的
に
預
金
減
少
を
示
し
て
い
る
農
業
会
に
於
て
も
0
・
一
%
と
僅
か
午
上
昇
し
て
い
る
。

次
に
か
か
る
資
金
帯
稲
の
増
加
を
月
別
に
み
る
と
第
四
衰
の
如
〈
四
月
に
於
て
は
銀
行
が

五、

O
八
九
百
万
円
、
品
業
協
同
組
合
が
一二
、
六
一
五
百
万
円
夫
々
減
少
し
た
為
郵
便
貯
金
、

転
換
期
に
於
け
る
資
金
蓄
積
の
分
析

無
尽
会
杭
の
増
加
に
も
拘
ら
ず
結
局
一二
、
一
六
七
百
万
円
の
減
少
と
な
っ
た
が
、
五
月
は
農
業

協
同
組
合
以
外
各
金
融
機
関
共
増
加
し
、
特
に
政
府
資
金
の
撒
布
増
大
に
伴
う
銀
行
預
金
の
増

加
が
著
し
か
っ
た
為
め
三
一
二
、
三
五
O
百
万
円
の
増
加
と
な
り
、
又
六
月
は
麦
、
馬
鈴
薯
供
出

代
金
の
流
入
に
よ
り
農
業
協
同
組
合
も
漸
〈
増
加
に
転
じ
総
額
に
於
て
一
一
一
回
、
四
五
O
百
万
円

と
一
層
の
増
加
を
示
す
に
至
っ
た
。

か
〈
て
第
一
四
半
期
中
に
於
け
る
資
金
蓄
積
増
加
は
玉
、
六
両
月
の
著
増
に
基
因
す
る
も
の

で
あ
り
、
市
も
そ
の
主
力
を
な
す
も
の
は
依
然
銀
行
で
あ
る
が
、
全
金
融
機
関
中
占
め
る
地
位

は
昨
年
度
同
期
に
比
し
低
下
せ
る
こ
と
、
郵
便
貯
金
、
無
尽
会
社
、
信
用
組
合
鮮
大
衆
預
金
の

占
め
る
地
位
が
向
上
せ
る
こ
と
、
段
業
協
同
組
合
の
預
金
減
少
が
昨
年
度
同
期
に
比
し
顕
著
な

る
こ
と
等
が
判
明
す
る
。

一
二
、
資
金
蓄
積
噌
加
の
原
因

然
ら
ば
有
の
如
き
資
金
蓄
積
の
増
加
が
何
に
よ
っ
て
蔚
ら
さ
れ
た
か
そ
の
原
因
は
、
山
経
済

安
定
化
に
よ
る
貯
蓄
傾
向
の
増
大
、
問
滞
留
及
び
退
路
現
金
の
預
金
化
、

ω政
府
資
金
撒
布
の

滞
留
と
貸
出
増
加
に
伴
う
預
金
創
造
に
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

ω
経
済
安
定
化
に
よ
る
貯
蓄
傾
向
の
増
大

従
来
イ
ン
フ
レ
l
シ
ヨ
シ
下
に
於
て
念
銭
債
権
の
不
利
な
る
こ
と
は
云
う
統
一
も
な
か
っ
た

が
、
経
済
安
定
化
に
伴
い
此
の
傾
向
は
漸
次
是
正
せ
ら
れ
、
貯
蓄
傾
向
は
以
前
よ
り
は
若
子
増

大
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
今
第
七
表
に
よ
り
全
国
銀
行

一
般
預
金
増
加
額
内
訳

を
み
る
と
、
本
年
度
第
一
四
半
期
に
於
て
は
普
通
預
金
及
び
期
限
付
預
金
の
全
預
金
増
加
額
中

占
め
る
比
率
は
九

0
・
三
%
と
前
年
度
同
期
の
七
七

・
三
%
に
比
し
一
三

・
O
%
の
上
昇
を
示

し
て
い
る
。
又
第
十
表
の
如
〈
定
期
預
金
増
加
高
中
預
金
担
保
貸
出
場
加
額
の
占
め
る
比
率
も

二
六
・
九
銘
と
前
年
同
期
の
五
四

・
八
銘
に
比
し
半
減
し
て
い
る
。
更
に
貯
蓄
傾
向
の
増
大
を

物
語
る
も
の
に
郵
便
貯
金
、
無
尽
会
社
、
市
街
地
信
用
組
合
貯
金
の
増
加
が
あ
る
が
、
之
に
付

て
は
後
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

ω
滞
留
及
び
退
蔵
現
金
の
預
金
化

右
の
知
〈
貯
蓄
傾
向
が
噌
大
す
る
と
共
に
従
来
現
金
の
形
で
貯
蔵
ぜ
ら
れ
又
購
買
力
と
し
て

待
機
し
て
い
た
現
金
が
直
接
に
、
又
は
動
産
、
不
動
産
、
証
券
等
の
処
分
を
通
じ
て
削
援
に
金

融
機
関
に
流
入
し
.油
金
化
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
第
九
表
に
見
る
如
〈
定
期
預
・金
増
加
高
の
七



ーιB司咽

説
(
そ
の

金

融

一、、J

ニ
・
九
%
が
無
記
名
定
期
預
金
で
あ
る
こ
と
は
従
来
所
得
隠
蔽
の
為
め
現
金
に
て
退
践
し
て
い

た
も
の
が
、
預
金
化
せ
ら
れ
た
有
力
な
証
左
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
商
祝
不
振
及
び

経
済
安
定
化
に
伴
う
イ
ン
ヴ
エ
ン
ト
リ
ー
の
減
少
に
よ
る
余
裕
資
金
を
一
時
預
金
せ
ん
と
す
る

傾
向
が
現
わ
れ
て
来
た
こ
と
も
与
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
又
第

一
四
半
期
中
に
於
け
る
株
式
及

び
社
債
の
払
込
額
二
百
十
九
億
円
中
直
接
現
金
を
以
て
払
込
ま
れ
た
分
の
中
に
は
法
人
預
金
と

し
て
銀
行
に
預
金
化
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
相
当
額
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。

q
u
 

政
府
資
金
撒
布
の
滞
留
と
貸
出
増
加
に
伴
う
預
金
の
創
造

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
け
る
預
金
増
加
の
主
因
は
走
大
な
る
政
府
資
金
撒
布
超
過
の
滞

留
と
貸
出
増
加
に
伴
う
預
金
の
創
造
に
る
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
原
因
は
転
換
期
に
於
て
も

決
し
て
消
減
す
る
も
の
で
は
な
い
。
第
十
二
択
に
よ
り
政
府
資
金
撒
布
超
過
額
、
貸
出
増
加
傾

と
純
一
般
預
金
増
加
額
と
を
対
比
し
て
み
る
と
、
四
月
に
於
て
は
前
者
}
二
、
O
四
四
百
万
円

に
対
し
、
後
者
は
二
ハ
、
九
五
=
百
万
円
、
五
月
に
於
て
は
三
回
、
五
六
O
百
万
円
対
二
五
、

八
八
五
百
万
円
、
六
月
に
於
て
は
二
九
、
六
二
五
百
万
円
対
二
O
、
四
八
O
百
万
円
で
あ
り
、

前
者
が
増
加
す
る
時
は
後
者
も
地
大
し
て
い
る
。
更
に
第
十
二
表
に
よ
り
十
一
大
銀
行
と
其
他

銀
行
に
分
っ
て
預
金
稲
川
一
般
預
金
地
加
作
品
を
み
る
と
、
期
限
付
預
金
に
於
て
は
十
一
大
銀
行

五
0
・
四
%
、
そ
の
他
銀
行
四
九

・
六
%
と
夫
4

相
半
ば
し
て
い
あ
の
に
反
し
、
当
座
預
金
に

於
て
は
前
者
の
増
加
に
対
し
後
者
に
於
て
は
却
っ
て
減
少
を
示
し
、
又
、通
知
預
金
別
段
預
金
に

於
て
は
前
者
七
七

・
二
%
、
後
者
二
二

・
八

%
、
普
通
預
金
に
於
て
は
六
七

・
O
劣
対
三
三

・

O
%
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
十

一
大
銀
行
は
そ
の
他
銀
行
に
比
較
し
当
座
預
金
、
通
知
預
金
、

普
通
預
金
等
営
業
預
金
の
増
加
が
著
し
い
の
で
あ
る
が
(
普
通
預
金
は
本
来
は
所
得
預
金
で
あ

る
が
、
現
従
営
業
預
金
的
性
格
を
帯
び
て
い
る
こ
と
は
本
調
査
時
紺
抑
九
号

【本
昭
和
統
編
第

六
巻
収
録
の
「
資
料
」区
分
中
の

「
附
和
二
十
三
年
度
に
於
け
る
資
金
部
職
状
況
の
分
析
」
参
附
】

に
於
て
説
明
し
た
如
く
で
あ
る
て
そ
の
源
泉
は
主
と
し
て
政
府
資
金
撒
布
及
び
貸
出
増
加
に

あ
る
。
即
ち
第
十
楽
に
よ
り
銀
行
貸
出
地
加
額
を
十
一
大
銀
行
と
そ
の
他
銀
行
に
分
っ
て
み
る

と
、
第
-
四
半
期
に
於
て
前
者
三
O
、
九
O
六
百
万
円
に
対
し
後
者
は
こ
O
、
O
O
二
百
万
円

と
し
そ
の
比
率
は
六
0
・
七
%
対
三
九

・
三
%
と
な
っ
て
い
る
。

X
十
一
六
銀
行
に
於
て
み
ら

れ
る
如
〈
貸
出
増
加
の
大
な
る
月
は
当
座
預
金
も
急
増
し
て
い
る
。
之
に
よ
り
貸
出
増
加
が
営

業
預
金
増
加
の
主
因
た
る
こ
と
が
分
る
が
、
十

一
大
銀
行
の
占
め
る
預
金
増
加
の
比
率
が
貸
出

二
三
四

増
加
の
占
め
る
比
率
よ
り
概
し
て
高
い
の
は
政
府
資
金
撒
布
の
滞
留
が
十
一
大
銀
行
に
於
て
大

な
る
と
と
、
及
び
協
調
融
資
に
於
て
は
そ
の
他
銀
行
の
貸
出
は
十
一
大
銀
行
に
於
て
預
金
と
し

て
滞
留
す
る
場
合
が
多
い
結
果
で
あ
る
。

回
、
転
換
期
に
於
け
る
資
金
蓄
積
傾
向
の
特
質

ω
預
金
増
加
率
の
減
退

第
一
凶
半
則
に
於
け
る
資
金
審
制
蛸
酬
は
六
回
、

六
三
三
百
万
円
と
云
う
予
恕
外
の
好
酬
を
示

し
た
の
で
あ
る
が
、
預
金
増
加
率
に
於
て
は
昨
年
度
に
比
較
し
半
減
す
る
に
至
っ
た
。
之
を
第

四
表
に
よ
り
対
三
月
末
比
増
加
率
に
よ
っ
て
み
る
と
、
総
額
に
於
て
は
前
年
皮
同
期
の
一
七

・

九
鬼
に
対
し
本
年
度
は
九

・
四
%
と
八
・
五
施
方
低
下
を
示
し
、
銀
行
に
於
て
は
二

0
・
八
%
よ

り
一

0
・
四
%
に
半
減
し
た
。
又
無
尽
会
社
に
於
て
は
こ
七

・
六
%
よ
り
一
八

・
六
%
に
、
信

用
組
合
に
於
て
は
こ
七

・
六
%
よ
り
一
八

・
六
%
に
失
々
減
少
し
、
比
較
的
減
少
率
の
低
い
郵

便
貯
金
に
於
て
も

一
九

・
七
%
よ
り
一

五

・
八
%
に
三

・
九
%
の
低
下
を
示
し
て
い
る
。
之
は

前
年
度
同
期
に
於
け
る
計
数
が
一
般
自
由
預
金
の
み
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
る
が
、
預
金
増
加
率

の
減
退
は
否
定
し
得
な
い
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
よ
り
安
定
に
向
う
転
換
期
に
於
て
は
政
府
資

金
撒
布
超
過
も
亦
貸
出
も
そ
の
期
加
講
を
低
下
す
る
以
よ
、
従
来
之
等
を
そ
の
漉
泉
と
し
て
来

た
預
金
も
そ
の
地
加
率
の
減
退
含
み
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
然
し
午
ら
そ
の
増
加
市
中

の
減
退
が
金
融
機
関
を
終
に
す
る
に
従
い
又
預
金
の
種
類
を
異
に
す
る
に
従
い
異
っ
て
来
る
処

に
転
換
期
に
於
け
る
資
金
蓄
積
傾
向
の
特
質
が
あ
る
も
の
と
云
え
よ
う
。

期
限
付
預
金
の
増
大
と
そ
の
不
安
定
的
要
素
の
残
存

転
換
川
に
於
け
る
資
金
帯
税
傾
向
の
第
二
の
特
質
は
則
限
付
朝
企
の
駒
大
で
あ
る
が
、
イ
ン

フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
収
京
に
伴
う
通
貨
側
舶
の
安
定
は
貯
帯
と
し
て
の
金
銭
般
栴
の
意
義
を
新
た

に
す
る
。
か
く
て
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
下
に
於
て
極
度
に
減
少
し
た
期
限
付
預
金
は
絶
対
的
に

も
相
対
的
に
も
増
加
傾
向
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
今
第
五
表
に
よ
り
全
国
銀
行
一
般
預
金
中
期

限
付
預
金
の
占
め
る
比
率
を
み
る
と
、
本
年
三
月
末
の
一

九

・
七
%
よ
り

六
月
末
の
二
一

・

八
揺
に
こ

・

-umの
上
昇
を
示
し
、

昨
年
三
月
末
の
}
五

・
一
一
一
%
よ
り
六
月
末
の
二
ハ

・
六

%

へ一

・
一一
一
%
の
上
昇
に
比
較
し
、
そ
の
地
加
は
次
第
に
顕
著
を
加
え
て
い
る
。
又
哨
加
預
命
中

占
め
る
比
率
に
付
て
み
る
も
第
七
哉
の
如
く
一
般
預
金
増
加
額
四
七
、
O
二
O
百
万
問
中
一
九
、

λ
O
八
百
万
円
と
間
二

・
二
%
を
占
め
、
前
年
度
同
期
の
二
二
・
九
%
(
一
般
預
金
増
加
額
三

(2) 



九
、
八
四
九
百
万
円
中
期
限
付
預
金
増
加
額
九
、

O
九
九
百
万
円
〉
に
比
較
し
二
倍
近
い
上
昇
振

り
で
あ
る
。
従
っ
て
対
一
一
一
月
末
比
増
加
率
も
二
0
・
九
%
と
通
知
預
金
の
一
四

・
四
%
、
普
通

預
金
の
二
一

・
二
%
、
当
座
預
金
の
0
・
一
一-Z
の
何
れ
よ
り
も
最
も
高
く
、
文
前
年
度
同
期
の

増
加
率
三
0
・
一二
%
と
比
較
し
て
み
る
も
預
金
総
額
増
加
率
に
於
て
二

0
・
四
銘
よ
り
一
0
・

0
%
に
減
退
し
た
の
に
比
べ
僅
か
三
分
の
一
を
減
退
し
た
に
過
宮
な
い
。

此
の
傾
向
は
市
街
地
信
用
組
合
、
無
尽
会
社
、
股
業
協
同
組
合
等
貯
蓄
預
金
を
主
と
す
る
金

融
機
関
に
於
て
は
特
に
顕
著
で
あ
る
。
先
づ
第
十
五
表
に
よ
り
市
街
地
信
用
組
合
の
第
一
四
半

期
中
に
於
け
る
期
限
付
貯
金
増
加
額
を
み
る
と
一
、
二
二
七
百
万
円
と
総
貯
金
地
加
額
=
、
二

三
八
百
万
円
の
五
回

・
八
%
を
占
め
普
通
貯
金
の
増
加
九
O
二
百
万
円
〈
四
0
・
三
%
〉
を
上
廻

っ
て
お
り
、
又
前
年
同
期
の
期
限
付
貯
金
期
加
の
占
め
る
比
率
一一一
一
一
・
一
路
に
比
較
し
、

二

ニ
・
七
%
の
急
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
か
〈
て
六
月
末
に
於
け
る
期
限
付
貯
金
は
五
、
六
七
七

百
万
円
と
総
貯
金
残
高
の
一
一一八

・
三
%
を
占
め
昨
年
六
月
末
の
一一二

・九
%
に
比
し
六
・四
%
、

本
年
三
月
末
の
三
五
・
=
一
銘
に
比
し
=
7

0
%
上
昇
し
て
い
る
が
、
此
の
比
率
の
上
昇
傾
向
が

銀
行
の
場
合
よ
り
大
な
る
こ
と
(
銀
行
に
於
て
は
対
昨
年
六
月
末
五

・
二
%
、
対
本
年
三
月
末

二
・
一
鉱
夫
々
上
昇
)
は
市
街
地
信
用
組
合
の
貯
蓄
金
融
機
関
と
し
て
の
特
性
に
基
〈
と
共
に

転
換
期
に
於
け
る
資
金
蓄
積
傾
向
の
特
質
を
一
層
明
瞭
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
次
に
無
尽
会
社

掛
金
及
び
貯
金
の
増
加
を
第
十
六
表
に
付
て
み
る
に
、
無
尽
掛
金
中
未
給
付
口
掛
金
が
一一一
、
五

三
唱
八
百
万
円
、
定
期
貯
金
が
四
七
四
百
万
円
増
加
し
て
い
る
の
に
反
し
、
普
通
貯
金
は
却
っ
て

一
八
九
百
万
円
減
少
し
て
い
る
。
更
に
農
業
協
同
組
合
に
於
て
は
貯
金
総
額
に
於
て
第
一
四
半

期
中
に
五
、

二
五
四
百
万
円
減
少
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
期
限
付
貯
金
に
於
て
は
一
、
六
一

.
一
百
万
円
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。
之
を
前
年
同
期
に
於
け
る
期
限
付
貯
金
の
減
少
二
四
九
百

万
円
に
比
較
し
て
み
る
と
本
年
度
に
於
け
る
貯
蓄
預
金
増
加
傾
向
が
知
何
に
顧
着
に
な
り
つ
つ

め
る
か
が
判
明
す
る
。

尚
信
託
銀
行
及
び
信
託
謙
営
銀
行
に
於
け
る
一
般
金
銭
信
託
勘
定
の
増
加
を
第
十
七
表
に
よ

っ
て
み
る
と
第
一
四
半
期
に
於
け
る
増
加
額
は
七
二
三
百
万
円
と
前
年
同
期
に
於
け
る
増
加
額

二
九
九
百
万
円
の
ニ

・
四
倍
に
逮
し
、
生
命
保
険
に
次
F
長
則
的
性
格
を
有
す
る
金
銭
信
託
期

加
の
経
済
的
基
盤
が
漸
次
熟
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

右
の
如
く
期
限
付
預
金
の
場
大
は
漸
次
顕
著
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
更
に
従
来
期
限
付
預
金

転
換
期
に
於
け
る
資
金
蓄
積
の
分
析

増
加
中
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
を
占
め
て
い
た
預
金
担
保
貸
出
増
加
徹
が
晶
近
急
激
な
減
少
を
示

し
て
い
る
こ
と
を
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
期
限
付
預
金
の
実
質
的
な
増
加
は
表
面
的

な
増
加
以
上
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
之
を
第
十
表
に
よ
っ
て
み
る
と
本
年
度
第
一
四
半
期
中

に
於
け
る
定
期
預
金
増
加
高
一
六
、
六
一
二
百
万
円
中
預
金
担
保
貸
出
増
加
額
は
四
、
四
六
八

百
万
円
と
二
六
・
九
%
を
占
め
て
い
る
が
、
前
年
度
同
期
に
於
て
は
八
、
二
一
七
百
万
円
中

四
、
五

O
四
百
万
円
と
五
回
・
八
%
を
占
め
て
い
る
か
ら
、
そ
の
比
率
は
半
減
し
た
訳
で
あ

る
。
従
っ
て
木
年
度
第
一
四
半
期
の
定
期
預
金
噌
加
高
は
前
年
同
期
の
=
・
O
倍
で
あ
る
が
、

預
金
担
保
貸
出
増
加
額
を
控
除
し
た
純
増
部
分
に
付
て
は
前
年
度
の
三
、
七
一
一
一
一
百
万
円
か
ら

一
二
、
-
五
三
百
万
円
へ
と
三

・
三
倍
に
増
加
し
た
こ
と
と
な
る
。

か
〈
制
限
付
預
金
は
絶
対
額
に
於
て
も
相
対
的
に
も
亦
実
質
的
に
も
顕
著
な
増
加
傾
向
を
示

し
て
い
る
が
、
米
だ
不
安
定
的
要
素
の
残
存
せ
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
即
ち
第
一
に
定
期

預
金
増
加
高
中
無
記
名
定
期
預
金
増
加
高
の
占
め
る
比
率
が
未
だ
減
少
し
て
い
な
い
と
と
で
あ

り
、
第
二
に
無
記
名
定
期
預
金
中
に
於
て
も
割
増
金
付
定
期
預
金
の
占
め
る
比
率
が
極
め
て
高

い
こ
と
で
あ
る
。
之
を
第
九
表
に
よ
っ
て
み
る
と
、
第
一
四
半
期
の
定
期
預
金
増
加
高
一
六
、

六
一
二
百
万
円
中
無
記
名
定
期
預
金
増
加
高
は
二
一
、
一
一
五
百
万
円
と
七
一
一
・九

%
を
占
め
、

前
年
度
同
期
の
六
七

・
一
銘
よ
り
五

・
八
M
m
高
〈
、
前
年
度
中
の
四
=
・
六
銘
に
比
較
す
れ
ば

三

0
・
三
%
も
高
比
率
に
あ
る
。
更
に
無
記
名
定
期
預
金
中
割
増
金
付
定
期
預
金
の
占
め
る
傾

は
一
一
、
一
三
八
百
万
円
と
比
率
に
於
て
九
一

・
九
鬼
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
六
月
に
於
て
は

割
増
金
付
定
期
預
金
の
増
加
は
九
、
五

O
九
百
万
円
に
上
り
特
別
定
期
預
金
に
於
て
は
却
っ
て

二、

O
八
七
百
万
円
の
減
少
を
示
し
て
い
る
。
か
〈
て
割
増
金
付
定
期
預
金
増
加
の
大
な
る
月

は
無
記
名
定
期
預
金
の
増
加
が
著
し
く
、
又
無
記
名
定
期
預
金
噌
加
の
大
な
る
月
は
定
期
預
金

増
加
も
顕
著
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
期
限
付
預
金
の
増
加
と
云
っ
て
も
そ
の
内
容
は
必
ず
し
も

戦
前
と
同

一
で
な
い
こ
と
は
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

即
ち
金
利
の
預
金
に
於
て
占
め

る
地
位
が
未
だ
戦
前
北
に
阿
復
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
と
共
に
現
在
の
税
制
が
資
金
蓄
積
に

不
利
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
明
白
に
し
て
い
る
。
更
に
か
か
る
無
記
名
制
期
金
付
定
期

預
金
の
主
た
る
利
用
者
は
個
人
よ
り
も
法
人
で
あ
る
と
推
測
せ
ら
れ
る
と
と
も
定
期
預
金
増
加

を
以
て
直
ち
に
貯
蓄
預
金
増
加
の
断
定
を
下
し
得
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
矧
限
付
預

金
増
大
傾
向
の
中
に
も
未
だ
不
安
定
的
要
素
が
多
分
に
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
之
は
転

二
三
五



論

説
(
そ
の

融

一、ーノ

金

換
期
に
於
け
る
資
金
蓄
積
上
の
一
一
特
質
を
示
す
も
の
と
云
え
よ
う
。

間
大
衆
預
金
の
増
加

終
戦
後
に
於
け
る
国
民
所
得
の
激
減
に
加
え
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
進
行
は
所
謂
一
般
大
衆

の
所
得
を
減
少
せ
し
め
た
が
、
之
は
大
衆
の
所
得
預
金
、
貯
務
預
金
増
加
の
余
地
を
奪
う
に
至

っ
た
。
然
し
乍
ら
最
近
此
の
種
の
預
金
が
着
実
な
る
増
加
を
示
し
、
且
つ
又
総
預
金
額
中
占
め

る
比
率
に
於
て
も
増
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
転
換
期
に
於
け
る
資
金
蓄
積
傾
向
の
特
質
を
示
す

も
の
と
云
え
よ
う
。
先
づ
預
金
増
加
の
絶
対
額
の
点
よ
り
み
る
と
、
本
来
大
衆
の
貯
蓄
預
金
、

所
得
預
金
的
性
格
の
濃
厚
で
あ
る
都
便
貯
金
、
市
街
地
信
用
組
合
貯
金
、
無
尽
掛
金
貯
金
は
第

四
表
の
如
く
夫
々
一

O
、
一

凶
二
百
万
円
、
二、

コ
一三
七
百
万
円
、
五
、
七
八
九
百
万
円
と
何

れ
も
着
実
な
る
増
加
を
示
し
、
対
一
二
月
末
比
増
加
率
に
於
て
も
一
五

・
八
沼
、
一
八

・
六
%
、

二
四

・
一
筋
と
、
銀
行
の
一

0
・
四
%
に
比
較
し
そ
の
増
加
は
著
し
い
。
従
っ
て
総
預
金
増
加

額
中
占
め
る
比
率
に
於
て
も
郵
便
貯
金
の
}
五
・七
%
、
市
街
地
信
用
組
合
貯
金
の
三
・六
%
、

無
尽
掛
金
貯
金
の
九

・
O
劣
の
何
れ
も
が
前
年
度
同
期
の
夫
々
の
比
率
た
る
九

・
O
%
、
ご

・

三
路
、
五

・
七
路
よ
り
上
昇
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
如
〈
で
あ
る
。

ω
預
金
通
貨
の
橋
大
と
そ
の
回
転
速
・肢
の
停
滞

イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
進
行
中
に
於
け
る
現
金
取
引
の
雌
行
は
当
然
流
通
過
貨
総
量
中
に
於
け

る
預
金
通
貨
の
比
重
を
減
少
せ
し
め
る
が
、
最
近
の
通
貨
情
勢
は
預
金
通
貨
の
比
援
を
再
び
酬
明

大
せ
し
め
て
い
る
。
今
第
十
八
表
に
よ
り
此
の
傾
向
を
み
る
に
、
銀
行
保
有
手
形
小
切
手
の
変

動
に
よ
る
影
響
を
除
い
た
純
一
般
当
座
預
金
平
均
残
高
は
本
年
一
月
の
八
九
、
五
入
九
百
万
円

に
至
る
迄
毎
月
増
加
を
続
け
て
会
た
も
の
が
、
二
月
、
三
月
租
税
徴
収
の
影
響
を
受
け
二
月
八

=
、
七
七
六
百
万
円
、

=
一
月
七
九
、
一
二
五
三
百
万
円
と
夫
々
前
月
に
比
し
六
、
八
一
三
百
万

円
、
三
、
凶
二
三
百
万
円
の
減
少
を
示
し
た
。
然
し
乍
ら
四
月
以
降
は
再
び
樹
勢
に
転
じ
、
四

月
七
九
、
六
一
四
百
万
円
、
五
月
八
一
二
、
七
六
O
百
万
円
、
六
月
八
八
、
八
一
二
百
万
円
と
再

び

一
月
の
最
高
記
録
に
接
近
す
る
に
歪
っ
た
。
他
方
現
金
通
貨
の
助
会
を
み
る
と
、
本
年
一
月

の
三
三
七
、
五
九
七
百
万
円
か
ら
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
二
月
三
二
O、
七
九
八
百
万
円
、
三

月
三
一
六
、
六
一
八
百
万
円
、
四
月
三
一
O
、
七
八
二
百
万
円
、
五
月
三
O
八
、
一二
一
一
一
百
万

円、

六
月
二
九
八
、
一

七
三
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
右
の
結
果
現
金
通
貨
の
預
金
通
貨
に
対

す
る
倍
事
は
一
月
の
三

・
七
六
よ
り
二
月
一

-
7
八
七
、
三
月
コ

7
九
八
と
若
干
増
大
し
た
も
の

二
三
六

の
、
四
月
以
降
は
再
び
減
少
に
転
じ
四
月
三

・
九
O
、
五
月
一一て

六
八
、
六
月
三

・
三
五
と
一一一

月
に
比
較
し
0
・
六
=
一
の
急
減
少
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
第
一
四
半
期
に
於
て
は
、
預
金
通
貨

た
る
純

一
般
当
座
預
金
平
均
残
高
は
九
、
四
五
九
百
万
円
を
増
加
し
、
他
方
現
金
通
貨
は
一
八
、

四
四
五
百
万
円
を
減
少
し
、
従
っ
て
預
金
通
貨
の
流
通
通
貨
総
量
中
占
め
る
比
重
は
そ
れ
丈
上

昇
し
た
訳
で
あ
る
。
之
は
云
う
迄
も
な
〈
信
用
取
引
範
四
の
拡
大
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
ず
、

金
詰
り
広
よ
り
強
制
せ
ら
れ
た
百
も
あ
る
と
は
一
五
え
、
経
諦
安
定
化
過
程
K
於
て
通
貨
現
象
中

に
見
ら
れ
る
一
特
質
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
預
金
通
貨
に
於
て
此
の
第

一
四
半
期
に
み
ら
れ
る
特
殊
な
現
象
は
そ
の
回
転
速
度
の
停

端
で
あ
る
。
今
預
金
通
貨
回
転
速
度
と
略
々
同
一
傾
向
を
示
す
も
の
と
推
定
さ
れ
る
純
一
般
当

座
預
金
の
回
転
速
肢
を
み
る
と
、
第
十
九
表
の
如
く
一
一
一
月
の
一

一
二
一
一
よ
り
六
月
の
一

0
・
。

に
至
る
迄
若
干
の
低
下
を
示
し
た
も
の
の
、
略
々
停
滞
状
態
に
あ
る
も
の
と
称
し
て
差
支
な

い
。
之
を
本
年
三
月
迄
多
少
の
遅
速
が
あ
っ
た
と
は
云
え
概
し
て
上
井
歩
剥
を
辿
っ
て
来
た
の

に
比
較
す
る
と
、
そ
の
問
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
之
は
転
換
則
に
於
け
る
一
般
商
取
引

の
停
滞
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
未
だ
之
が
大
幅
の
低
落
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
及
び
前

述
の
如
く
預
金
通
貨
藍
そ
の
も
の
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
未
だ
現
下
の
我
が
国
経
済
が
極
度

の
不
況
に
迄
突
入
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
む

す

び

転
換
則
に
於
け
る
資
金
醤
棋
の
実
態
は
右
の
分
析
を
通
じ
概
ね
明
か
に
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
之
を
要
約
す
る
な
ら
ば
従
来
の
預
金
増
加
が
主
と
し
て
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
に
よ

り
派
生
し
た
営
業
預
金
中
心
で
あ
っ
た
も
の
が
、
転
換
期
を
迎
え
る
と
共
に
所
得
預
金
、
貯
蓄

預
金
等
国
民
の
所
持
の
一
部
を
税
立
て
た
預
金
が
そ
の
相
加
の
相
当
部
分
を
占
め
る
と
云
う
方

向
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
。
然
し
乍
ら
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
が
未
だ
残
存
し
て
い
る
こ
と

は
別
限
付
預
金
の
期
加
内
容
そ
の
他
に
於
て
明
か
に
看
取
さ
れ
る
処
で
あ
り
、
資
金
醤
秘
状
況

の
好
転
も
戦
前
の
如
き
状
態
に
速
す
る
に
は
尚
程
遠
い
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
今
後
資
金
帯
積

上
に
於
け
る
不
安
定
な
る
要
紫
を
除
去
し
、
安
定
経
済
下
に
於
け
る
正
常
な
る
資
金
蓄
秘
形
態

に
迄
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
此
の
意
味
に
お
い
て
第
二
四
半
則
以
降
に
於
け
る
資
金
蓄
積
の
動

向
は
今
後
に
於
け
る
我
が
国
経
済
の
動
向
を
よ
り
明
献
に
示
す
で
あ
ろ
う
。
(
黒
崎
〉
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六
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そ
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一、』ノ

金

全
金
融
機
関
一
般
預
金
増
加
高

月

一

銀

行

一

農
業
協
悶
組
合

間
和
二
十
四
年
四
月

一
村

王

、

O
八
九
一

五

月

一

一
一九、一
一一八

O
一

六
月
一

二
五
、
二
五
七
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計
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四

九

、

五

四

八

一

構

成

比

率

一

七
六
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%
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三
月
末
比
噌
加
率
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一

0
・四

%
一

第
四
表
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九
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六
%一
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八
・
六
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一

信

用

組
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第
四
表

前
年
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け
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金
融
機
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般
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五
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前
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に
於
け
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街
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信
用
組
合
貯
金
増
加
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払
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昭
和
二
十
四
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六五回
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成

比

第
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成

比

転
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期
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於
け
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接
税
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分
析
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百
万
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一
一
般
金
銭
信
託

一
内
指
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金
銭
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内
特
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金
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一
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、七
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七
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六
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九
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九
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八
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三

三

九
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註

ω
原
資
料
は
考
査
局
舗
に
よ
る
。

ω
信
託
銀
行
及
び
信
悦
来
営
銀
行
の
金
銭
信
託
勘
定
で
あ
る
。
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ω
本
袋
は
一
般
当
座
預
金
よ
り
そ
の
増
滋
に
関
係
す
る
正
み
ら
れ
る
銀
行
保
有
手
形
小
切
手
を
控
除
し
た
娘
二
奴
当
箆
預
金
の
回
転
車
を
み
た
も
の
で
お
る
。

ω
全
国
銀
行
預
金
は
昭
和
二
十
三
年
三
月
迄
は
新
勘
定
預
金
の
み
で
あ
る
。
尚
昭
和
二
十
四
年
三
月
以
降
政
府
指
定
額
金
を
控
除
し
た
も
の
で
あ
る
。

間
一
般
当
山
国
制
刷
金
払
同
民
側
酬
は
間
利
二
十
三
年
七
月
鑑
は
飼
査
時
制
第
九
円
・
句

【沼
和
二
十
四
年
困
対
M

『
級
近
ニ
ゲ
与
に
於
け
る
過
食
流
通
状
況
』
の
会
同
預
金
通
貨
流
通
総
盆
に
よ
る
。

ω
預
金
通
貨
の
流
通
泌
鹿
は

一
般
当
箆
預
金
払
良
湖
よ
り
預
金
問
板
谷
、
現
金
に
よ
る
支
払
附帽
を
観
除
し
た
も
の
を
平
均
預
金
残
高
を
以
て
験
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
右
の
回
転
巡
皮
よ
り
ほ
ぐ
な
る
。

ω
月
中
平
均
践
高
は
純

一
般
当
度
預
金
の
ニ
ヶ
月
平
均
に
よ
る
。

主主

現
下
の
金
利
に
関
す
る
諸
問
題

目

次

一、

は

し

が

き

二
、
金
利
水
単
の
変
更
に
付
て

山

金

利
水
準
の
現
状

間

金

利
水
準
引
下
げ
を
可
と
す
る
論

間

金
利
水
準
引
下
げ
を
否
と
す
る
論

，4
 

両
論
を
綜
合
し
た
問
題
点

=
、
金
利
体
系
の
整
備
に
付
て

現
下
の
金
利
に
関
す
る
諸
問

題

昭
和
弘

-u
・l

(1) (2) 

一
、
は

し

が

き
金
利
体
系
の
現
状

各
種
金
利
の
制
整
と
そ
の
問
題
点
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七
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七
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六

人
・
穴

八
・
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二
・四

七
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四

九
・
0
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-
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一
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・
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一0・
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終
戦
後
に
於
け
る
千
ン
ブ
レ
l
シ
ヨ
ン
の
昂
進
に
述
れ
金
利
は
品
臓
の
一
途
を
辿
っ
た
が
、

低
物
価
政
策
を
維
持
し
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン

の
抑
制
を
図
る
為
め
に
は
金
利
の
騰
貴
も
出
来
る

限
り
抑
制
す
る
こ
と
が
要
請
せ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
日
本
銀
行
の
金
利
政
策
を
介
し
て
の
間
接

的
統
制
、
金
融
機
関
の
向
己
防
衛
の
為
め
に
す
る
金
利
協
定
以
外
自
由
に
放
任
せ
ら
れ
て
い
た

市
中
金
利
は
昭
和
二
十
二
年
七
月
以
来
直
接
的
統
制
に
移
さ
れ
る
に
至
っ
た。

即
ち
昭
和
三
十

二
年
七
月
本
行
の
勧
奨
に
よ
り
預
金
貸
出
利
率
協
定
を
以
て
自
主
的
に
最
高
金
利
を
協
定
せ
し

め
、
更
に
昭
和
二
十
三
年
以
降
は
臨
時
金
利
副
整
法
に
よ
り
最
高
金
利
が
定
め
ら
れ
る
に
至
っ

た
。
そ
の
後
に
於
け
る
最
高
金
利
の
改
訂
は
専
ら
実
情
に
応
じ
て
之
を
引
上
げ
る
こ
と
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
が
、
二
十
三
年
九
月
頃
よ
り
市
中
銀
行
の
金
利
引
上
げ
要
望
に
も
拘
ら
ず
、
之
に

二
四
五


